
益田翔陽高等学校 グランドデザイン（案）

カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）

アドミッションポリシー（求める生徒像）

(1) 志望する学科の特色を理解し、目標をもって主体的にねばり強く学ぶ意欲のある生徒
(2) 部活動・生徒会活動などを通じて、幅広く自分の可能性を見出そうとする意欲のある生徒
(3) 基本的な生活習慣が身につき、中学校段階までの基礎学力を有する生徒

グラデュエーション・ポリシー（育てる生徒像）

（１）挨拶や時間厳守等、社会で通用するマナーを身につけた生徒
（２）自己理解を進め、他者への思いやりをさりげなくできる生徒
（３）基礎学力の定着や専門的な知識や技能の向上を図り、進路実現にチャレンジする生徒
（４）社会との多様な関わりを通して、自分の特性を生かした社会貢献ができる生徒

県内唯一の複合型

専門高校として各学科

の特色を活かす

① 各学科において、将来の

職業に役立つ資格・検定にで

きるだけ多く挑戦させる

② 各学科ならではの魅力あ

る選択科目を設定する

③ 各学科間で連携できる課

題や時間を考慮し、本校なら

ではの魅力あるものを展開す

る

基礎学力の定着と
キャリア教育の推進

①「翔陽スタンダード」を
徹底し、授業・実習を中心
に基礎学力の養成に努める
② 部活動や農業クラブ、
家庭クラブ、翔陽してぃと
の両立を実践し、計画性の
ある自主した生活を目指す

校訓 創造・敬愛・誠実
教育目標 （１）旺盛な研究心を持とう （２）お互いの心を尊重しよう （３）郷土を愛する心を持とう

地域との連携・協働

① 益田市全体で協働的・一体
的にライフキャリア教育の推進
を図る

② 課題探究プロジェクト等に
視点をあて、地域住民・民間企
業団体等の多様な主体の参画に
より、主体的・対話的な活動を
深めていく

③ 市内を中心に県内の企業の
魅力を伝える機会を工夫し、郷
土愛を育むとともに、将来の地
域の専門的職業人の育成につな
げていく

④ 幼保・小・中・高及び公民
館等の地域の方々との繋がりを
大切にしながら、こども・児
童・生徒にとって互いに有益な
地域活動を実施しながら、魅力
ある学校作りを進める
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